
大
伴
家
持
と
〈
な
で
し
こ
〉
の
歌

島

田

裕

子

「

 
佐
保
大
納
言
家
の
嫡
男
大
伴
家
持
は
、
そ
の
青
春
時
代
に
多
く
の
相
聞
往
来

の
歌
が
あ
る
。
家
持
の
相
聞
歌
に
〈
な
で
し
こ
〉
の
花
を
素
材
に
詠
ん
だ
も
の

が
あ
る
が
、
家
持
は
〈
な
で
し
こ
〉
を
特
に
愛
で
て
万
葉
歌
人
の
中
で
は
一
番

多
く
な
で
し
こ
の
花
を
詠
ん
で
い
る
。
以
下
、
家
持
の
〈
な
で
し
こ
〉
の
歌
を

中
心
と
し
て
、
〈
な
で
し
こ
〉
が
歌
語
と
し
て
成
立
し
て
い
く
過
程
を
追
っ
て

い
く
。

 
 
 
大
伴
宿
禰
家
持
、
坂
上
家
の
大
嬢
に
贈
る
歌
一
首

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ

 
 
我
が
や
ど
に
蒔
き
し
な
で
し
こ
（
盟
麦
）
い
つ
し
か
も
花
に
咲
き
な
む

 
 
な
ぞ
へ
っ
つ
見
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
八
・
一
四
四
八
 
家
持
）

 
右
の
歌
は
、
家
持
の
も
っ
と
も
初
期
の
天
平
四
年
か
ら
五
年
頃
の
作
で
、
ま

た
彼
が
初
め
て
詠
ん
だ
相
聞
歌
で
あ
る
。
な
で
し
こ
の
花
へ
の
愛
着
は
、
こ
の

歌
を
初
め
と
し
て
青
春
時
代
か
ら
そ
の
後
も
一
貫
し
て
変
わ
ら
な
い
。
こ
の
歌

は
、
な
で
し
こ
の
花
を
妹
と
見
な
し
て
眺
め
て
い
よ
う
と
い
う
、
十
五
歳
～
十

六
歳
の
少
年
の
初
々
し
い
相
聞
の
歌
で
あ
る
。
後
に
妻
と
な
る
坂
上
大
嬢
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

．
贈
っ
て
い
る
こ
と
も
幸
せ
な
青
春
の
始
発
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

 
さ
ら
に
、

 
 
 
大
伴
宿
禰
家
持
、
同
じ
坂
上
家
の
大
回
に
贈
る
歌
一
首

 
 
な
で
し
こ
（
石
竹
）
が
そ
の
花
に
も
が
朝
な
朝
な
手
に
取
り
持
ち
て
恋
ひ

 
 
ぬ
日
な
け
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
三
・
四
〇
八
 
家
持
）

 
こ
れ
も
同
じ
時
期
に
坂
上
家
の
大
嬢
に
贈
ら
れ
た
相
聞
歌
で
あ
る
。
な
で
し

こ
の
可
憐
な
花
と
ま
だ
幼
さ
を
残
し
た
大
嬢
の
容
姿
が
重
な
っ
て
清
潔
な
事
情

と
憧
れ
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
二
人
の
相
聞
往
来
は
、
大
伴
家
の
基
盤
を
固
め
る

た
め
に
叔
母
坂
上
郎
女
等
に
よ
っ
て
取
り
決
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
坂

上
郎
女
は
弟
の
稲
公
と
継
子
田
村
大
乱
と
の
縁
を
取
り
も
ち
歌
を
代
作
し
て
お

り
、
ま
た
同
族
の
大
伴
宿
禰
駿
河
麻
呂
と
坂
上
二
嬢
を
結
び
つ
け
て
い
る
。
坂

上
郎
女
は
、
娘
達
と
大
伴
一
族
の
若
い
貴
高
子
を
結
婚
さ
せ
る
こ
と
で
大
伴
一

族
に
求
心
的
な
核
を
作
ろ
う
と
し
て
い
た
感
が
あ
り
、
家
持
と
大
嬢
と
の
結
婚

も
そ
の
よ
う
な
政
治
的
色
彩
が
強
い
。

 
し
か
し
、
坂
上
大
嬢
は
家
持
が
「
い
つ
し
か
も
花
に
咲
き
な
む
」
、
「
は
や
く

花
に
咲
い
て
ほ
し
い
」
と
詠
ん
だ
よ
う
に
家
持
に
は
幼
な
す
ぎ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
恋
は
、
家
持
か
ら
三
首
の
相
聞
歌
が
、
坂
上
大
嬢
か
ら
四
首
の
相
聞
歌
が

万
葉
集
に
残
る
だ
け
で
、
一
時
途
絶
え
て
し
ま
う
。
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大
伴
家
持
と
〈
な
で
し
こ
〉
の
歌



 
こ
の
時
期
よ
り
笠
女
郎
や
山
口
女
王
、
大
神
女
郎
、
中
臣
女
郎
と
い
た
女
性

達
と
の
交
遊
が
始
ま
り
、
多
く
の
相
聞
歌
が
家
持
に
贈
ら
れ
て
い
る
。
笠
や
大

神
、
中
臣
と
い
っ
た
氏
族
の
娘
や
皇
族
の
血
筋
の
山
口
女
王
と
い
っ
た
身
分
の

高
い
女
性
か
ら
相
聞
歌
が
寄
せ
ら
れ
て
く
る
に
は
、
「
容
姿
佳
艶
、
風
流
秀
絶
、

見
る
人
聞
く
者
、
嘆
息
せ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
（
二
二
二
六
 
左
注
）
と
い

う
、
父
族
人
と
同
母
弟
の
叔
父
大
伴
田
主
の
風
貌
を
受
け
継
い
で
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
、
大
伴
家
の
嫡
子
家
持
は
貴
族
の
女
性
達
の
憧
れ
の
的
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
氏
族
の
郎
女
達
は
、
各
々
に
助
動
詞
、
助
詞
、
序
詞
等
、

歌
の
作
り
方
に
独
特
の
違
い
が
あ
る
の
も
お
も
し
ろ
い
。
こ
の
違
い
は
単
に
個

性
と
考
え
る
よ
り
も
、
氏
族
の
歌
の
文
化
の
様
相
の
差
も
加
わ
っ
て
い
る
と
把

え
た
ほ
う
が
よ
か
ろ
う
。
坂
上
郎
女
、
大
嬢
、
初
期
の
持
家
の
歌
は
助
動
詞
、

助
詞
の
使
い
方
に
相
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、
若
い
家
持
の
歌
い
方
は
叔
母
坂
上

郎
女
の
影
響
を
脱
し
て
い
な
い
。
そ
う
い
う
視
点
で
、
笠
郎
女
の
歌
を
見
る
と

き
、
笠
郎
女
が
氏
の
ど
の
よ
う
な
文
化
的
蓄
積
の
上
に
そ
の
才
能
を
開
化
さ
せ

た
の
か
は
興
味
の
あ
る
こ
と
だ
。
こ
の
出
色
の
歌
人
、
笠
郎
女
も
ま
た
、
な
で

し
こ
の
歌
を
読
む
。

 
 
 
笠
女
郎
、
大
伴
宿
禰
家
持
に
贈
る
歌
一
首

 
 
朝
ご
と
に
我
が
見
る
や
ど
の
な
で
し
こ
（
程
麦
）
が
花
に
も
君
は
あ
り
こ

 
 
せ
ぬ
か
も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
八
・
一
六
一
六
 
笠
女
郎
）

家
持
に
贈
っ
た
右
の
相
聞
歌
は
、
家
持
が
大
嬢
に
贈
っ
た
相
聞
歌
に
類
似
す
る

趣
き
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
歌
い
方
、
憶
え
方
が
な
で
し
こ
の
花
に
一
般
的
で

あ
っ
た
か
と
言
う
と
集
中
で
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。

 
 
 
山
上
臣
適
々
、
秋
野
の
花
を
詠
む
歌
二
首

 
①
秋
の
野
に
咲
き
た
る
花
を
指
折
り
か
き
数
ふ
れ
ば
七
種
の
花
そ
の
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
秋
の
雑
歌
 
八
・
一
五
三
七
 
山
上
心
良
）

 
②
萩
の
花
尾
花
葛
直
な
で
し
こ
が
花
（
嬰
麦
之
花
）
を
み
な
へ
し
ま
た
藤
袴

 
 
朝
顔
が
花
そ
の
一
7
 
 
 
 
 
 
 
 
（
八
・
］
五
三
八
，
山
上
憶
良
）

 
③
見
渡
せ
ば
向
か
ひ
の
野
辺
の
な
で
し
こ
（
石
竹
）
が
散
ら
ま
く
惜
し
も
雨

 
 
な
降
り
そ
ね
 
 
 
 
 
（
夏
の
雑
歌
 
一
・
一
九
七
〇
 
作
者
未
詳
）

④
野
辺
見
れ
ば
な
で
し
こ
が
花
（
狸
麦
雌
花
）
咲
き
に
け
り
我
が
待
つ
秋
は

 
 
近
付
く
ら
し
も
 
 
 
 
（
夏
の
雑
歌
 
十
・
一
九
七
二
 
作
者
未
詳
）

 
⑤
隠
り
の
み
恋
ふ
れ
ば
苦
し
な
で
し
こ
が
花
（
盟
麦
之
花
）
に
咲
き
出
よ
朝

 
 
な
朝
な
見
む
 
 
 
 
 
（
夏
の
相
聞
 
十
・
一
九
九
二
 
作
者
未
詳
）

 
 
 
典
鋳
正
紀
朝
臣
当
人
、
衛
門
大
尉
大
伴
宿
禰
稲
公
の
跡
見
の
庄
に
至
り

 
 
 
て
作
る
歌
一
首

 
⑥
射
目
立
て
て
跡
見
の
岡
辺
の
な
で
し
こ
が
花
（
盟
麦
花
）
ふ
さ
手
折
り
我

 
 
は
持
ち
て
行
く
奈
良
人
の
た
め

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
秋
の
雑
歌
 
八
・
一
五
四
九
 
紀
盗
人
）

 
 
 
丹
生
女
王
、
太
宰
師
大
伴
卿
に
贈
る
歌
一
首

 
⑦
高
円
の
秋
野
の
上
の
な
で
し
こ
が
花
（
盟
麦
之
花
）
う
ら
若
み
人
の
か
ざ

 
 
し
し
な
で
し
こ
が
花
（
盟
麦
盛
花
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
秋
の
相
聞
 
八
・
一
六
一
〇
 
丹
生
女
王
）

 
右
に
は
、
家
持
以
前
に
詠
ま
れ
た
な
で
し
こ
の
歌
を
②
～
⑦
ま
で
す
べ
て
挙

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
き
ち
く

げ
た
。
万
葉
集
の
な
で
し
こ
は
、
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
今
の
石
竹
で
は
な
く
、

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
咲
く
和
風
の
河
原
撫
子
で
あ
ろ
う
と
諸
家
に
言
わ
れ
て
い

る
。
『
本
草
和
名
（
上
）
』
、
『
倭
名
抄
十
』
に
「
鴇
屡
」
「
奈
量
首
書
」
「
奈
天
之

古
」
と
あ
り
『
倭
名
抄
十
』
に
は
コ
云
度
古
奈
都
」
と
も
あ
る
。
河
原
撫
子

は
茎
は
高
さ
五
〇
㎝
、
茎
も
葉
も
や
や
白
っ
ぽ
い
緑
色
で
、
花
は
夏
か
ら
秋
に
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か
け
て
咲
く
。
花
弁
の
先
は
深
く
糸
の
よ
う
に
さ
け
て
美
し
く
、
一
般
に
う
す

紅
色
の
花
で
あ
る
。
①
、
②
の
憶
良
の
秋
の
七
草
の
歌
で
は
、
な
で
し
こ
は
秋

の
花
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
巻
十
の
作
者
未
詳
歌
で
は
、
夏
の
花
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
⑥
、
⑦
で
は
秋
の
花
と
な
り
、
万
葉
集
で
は
、
な
で
し
こ
は
、
秋

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
で
し
こ
 
 
な
で
し
こ
が
は
な

の
花
と
も
夏
の
花
と
も
定
ま
っ
て
い
な
い
。
表
記
も
、
黒
麦
 
蕎
麦
之
花

な
で
し
こ
が
は
な
 
 
な
で
し
こ

崔
麦
花
 
石
竹
と
あ
る
。
ち
な
み
に
、
巻
十
で
は
、
な
で
し
こ
を
採
る
夏

の
部
立
に
は
、
そ
の
他
に
、
花
橘
、
あ
ふ
ち
、
藤
、
卯
の
花
、
葛
、
未
摘
む
花
、

の
植
物
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
秋
の
歌
に
は
な
で
し
こ
は
な
い
。
加
え
て

巻
十
の
「
秋
の
雑
歌
」
「
秋
の
相
聞
」
に
は
、
萩
、
葛
、
朝
顔
、
尾
花
、
を
み

な
へ
し
、
荻
、
朝
賀
、
黄
葉
、
早
稲
、
す
す
き
、
韓
藍
、
月
草
、
か
ほ
花
等
の

植
物
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
な
で
し
こ
は
、
こ
れ
ら
多
く
の
草
花
の
一
つ
に

す
ぎ
ず
、
そ
の
中
か
ら
家
持
は
恋
の
歌
の
素
材
に
特
に
な
で
し
こ
を
選
び
出
し

た
の
で
あ
る
。
家
持
以
前
に
恋
の
歌
に
詠
み
込
ま
れ
た
な
で
し
こ
は
⑤
と
⑦
し

か
な
く
、
そ
の
他
の
な
で
し
こ
の
歌
は
雑
歌
で
あ
る
。
相
聞
歌
の
詠
物
と
し
て

は
一
般
的
で
は
な
い
。
家
持
の
な
で
し
こ
の
歌
は
、
⑤
の
作
者
未
詳
歌
や
、
⑦

の
丹
生
王
女
の
歌
 
 
父
旅
人
へ
贈
ら
れ
た
相
聞
歌
で
、
女
王
の
旅
人
へ
の
思

い
が
若
々
し
く
可
憐
な
恋
情
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
る
一
の
、
二
首
の
趣
き
を

下
敷
に
作
ら
れ
て
い
る
。
特
に
⑤
の
作
者
未
詳
歌
「
隠
り
の
み
恋
ふ
れ
ば
苦
し

な
で
し
こ
が
花
（
盟
麦
角
花
）
に
咲
き
出
で
よ
朝
な
朝
な
見
む
」
は
、
天
平
四
・

五
年
の
家
持
の
相
聞
歌
「
な
で
し
こ
（
石
竹
）
の
そ
の
花
に
も
が
朝
な
朝
な
手

に
取
り
持
ち
て
恋
ひ
ぬ
日
な
け
む
」
（
三
・
四
〇
八
）
に
類
似
表
現
と
発
想
が

あ
り
そ
の
影
響
は
濃
い
。
そ
し
て
家
持
の
四
〇
八
三
で
は
、
な
で
し
こ
の
花
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

「
手
に
取
り
持
ち
て
」
、
愛
で
い
つ
く
し
ま
な
い
日
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
、
な

で
し
こ
と
撫
で
し
子
の
言
葉
の
響
き
を
掛
け
て
用
い
る
発
想
の
端
初
が
灰
見
え

大
伴
家
持
と
〈
な
で
し
こ
〉
の
歌

る
。
な
で
し
こ
に
対
す
る
こ
の
掛
け
詞
の
発
想
は
、
家
持
の
発
見
と
言
え
よ
う
。

家
持
以
前
の
歌
も
、
初
期
の
家
持
の
歌
も
、
「
盟
麦
」
か
「
石
竹
」
で
あ
る
の
が
、

家
持
の
歌
日
誌
と
言
わ
れ
る
巻
十
七
以
降
は
、
「
奈
卜
兆
故
」
「
奈
呈
悪
戦
」

「
那
泥
之
古
」
と
音
を
大
切
に
表
記
し
て
い
る
。
撫
子
と
い
う
表
記
こ
そ
な
い

が
、
末
四
巻
に
「
黄
葉
」
ギ
「
橘
」
と
い
っ
た
表
記
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

盟
麦
や
石
竹
か
ら
奈
泥
之
故
な
ど
の
一
字
一
音
の
表
記
に
定
着
す
る
の
は
、
こ

の
花
の
も
つ
言
葉
の
響
き
、
意
味
の
重
層
性
を
家
持
が
、
愛
で
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
な
で
し
こ
が
、
相
聞
歌
の
歌
語
と
し
て
定
位
し
て
い
く
に
は
、
家
持

個
人
の
な
で
し
こ
へ
の
愛
着
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
笠
女
郎
作
の
八
・
一
六

一
六
歌
や
亡
妾
悲
傷
挽
歌
の
三
・
四
六
四
歌
、
紀
女
郎
へ
の
相
聞
歌
八
・
一
五

一
〇
歌
と
広
が
り
、
さ
ら
に
越
中
歌
壇
の
宴
席
歌
と
波
及
し
て
い
く
。
な
で
し

こ
は
集
中
二
十
六
首
中
、
家
持
は
十
首
を
詠
み
、
家
持
周
辺
の
人
々
の
作
歌
が

八
首
で
あ
り
、
大
半
を
占
め
る
。
ほ
と
と
ぎ
す
が
、
家
持
の
著
し
い
愛
着
で
歌

語
と
な
っ
た
よ
う
に
、
な
で
し
こ
も
家
持
と
い
う
一
人
の
歌
人
の
好
み
が
、
歌

の
素
材
と
し
て
定
着
さ
せ
、
後
々
、
そ
の
払
え
方
を
も
方
向
付
け
て
歌
語
と
熟

す
基
点
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二

家
持
が
そ
の
青
春
期
に
相
聞
往
来
し
た
女
性
は
数
多
い
。
そ
れ
が
天
平
貴
族

の
日
常
な
の
か
、
家
持
が
特
別
で
あ
っ
た
か
、
万
葉
集
の
資
料
が
家
持
を
中
心

に
偏
っ
て
い
る
た
め
計
り
が
た
い
。
青
春
期
の
家
持
に
相
聞
歌
を
贈
っ
た
、
或

い
は
贈
ら
れ
た
女
性
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

 
 
坂
上
愛
嬢
ω

 
 
笠
女
郎
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山
口
女
王

 
 
大
神
女
郎

 
 
中
臣
女
郎

 
 
娘
子
（
A
）

 
 
河
内
百
枝
娘
子

 
 
巫
部
麻
蘇
娘
子

 
 
日
置
長
枝
娘
子

 
 
（
妾
）

 
 
娘
子
（
B
）

 
 
童
女

 
 
粟
田
女
娘
子

 
 
娘
子
（
c
）

 
 
坂
上
大
嬢
②

 
 
紀
女
郎

 
 
娘
子
（
D
）

 
 
安
倍
女
郎

 
．
平
群
氏
女
郎

こ
の
相
聞
往
来
歌
群
の
中
で
、
坂
上
大
唐
、
紀
女
郎
、
娘
子
、
亡
妾
を
除
い
て

は
家
持
か
ら
の
相
聞
歌
は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
女
性
か
ら
の
相
聞
歌
だ
け
が

残
っ
て
い
る
。
家
持
は
そ
の
青
春
時
代
で
は
、
相
聞
歌
の
中
で
の
み
、
な
で
し

こ
の
花
を
詠
む
。
彼
の
青
春
時
代
の
な
で
し
こ
の
歌
を
（
一
）
に
続
い
て
追
っ

て
み
よ
う
。

 
 
 
ま
た
家
持
、
劒
の
上
の
な
で
し
こ
が
花
（
盟
麦
花
）
を
見
て
作
る
歌
一
首

 
 
秋
さ
ら
ば
見
つ
つ
し
の
へ
と
妹
が
植
ゑ
し
ゃ
ど
の
な
で
し
こ
（
石
竹
）
咲

 
 
き
に
け
る
か
も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
三
・
四
六
四
 
家
持
）

 
天
平
十
一
年
六
月
の
亡
妾
悲
傷
挽
歌
群
の
一
首
で
あ
る
。
妾
の
存
在
は
、
突

然
次
の
亡
妾
悲
傷
挽
歌
よ
り
歌
い
起
こ
さ
れ
る
。

 
 
 
十
一
年
己
卯
夏
六
月
、
大
伴
宿
禰
家
持
、
亡
ぎ
に
し
妾
を
悲
傷
び
て
作

 
 
 
る
歌
一
首

 
 
今
よ
り
は
秋
風
寒
く
吹
き
な
む
を
い
か
に
か
ひ
と
り
長
き
夜
を
臨
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
三
・
四
六
二
 
家
持
）

 
 
 
弟
大
伴
宿
禰
書
持
即
ち
和
ふ
る
歌
一
首

 
 
長
き
夜
を
ひ
と
り
寝
む
と
君
が
言
へ
ば
過
ぎ
に
し
人
の
思
ほ
ゆ
ら
く
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
三
・
四
六
三
 
業
界
）

と
、
家
持
の
歌
に
和
し
て
回
書
持
が
亡
き
人
を
偲
ぶ
。
そ
し
て
前
述
の
四
六
四

歌
の
な
で
し
こ
の
花
の
歌
が
続
く
。
一
つ
ま
た
一
つ
と
歌
い
出
さ
れ
る
亡
き
妾

へ
の
思
い
は
次
第
に
盗
れ
出
て
、
長
歌
一
首
、
反
歌
三
首
、
さ
ら
に
短
歌
五
首

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ら

へ
と
続
い
て
詠
ま
れ
る
。
こ
の
妾
の
存
在
を
疑
わ
れ
た
中
西
進
氏
の
説
が
あ

る
。
が
、
弟
書
持
の
歌
も
あ
り
、
み
ど
り
子
の
存
在
も
、
後
に
藤
原
仲
麻
呂
の

二
男
久
須
麻
呂
と
家
持
の
幼
い
娘
と
の
婚
姻
に
関
わ
る
歌
（
四
・
七
八
九
～
七

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

九
二
）
が
あ
る
こ
と
で
実
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
間
数
年
、
坂

上
大
様
と
の
仲
が
途
絶
え
て
い
た
。
奈
良
時
代
の
貴
族
は
正
妻
は
親
が
決
め
る
。

そ
の
他
に
妻
が
い
る
の
は
一
般
的
で
あ
っ
た
（
青
木
和
男
『
日
本
の
歴
史
3

奈
良
の
都
』
）
と
い
う
。
そ
れ
故
、
家
持
が
天
平
十
一
年
、
二
十
二
歳
で
妾
と

記
す
女
性
を
亡
く
し
た
と
し
て
も
決
し
て
お
か
し
く
は
な
い
。
・

 
妾
と
後
に
記
さ
れ
る
女
性
へ
の
歌
は
家
持
の
相
聞
歌
群
に
は
見
当
た
ら
な

い
。
し
か
し
、
先
の
表
の
娘
子
（
A
）
に
あ
る
二
首
、

 
 
 
大
伴
宿
禰
家
持
、
娘
子
に
贈
る
歌
二
首
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も
も
し
き
の
大
宮
人
は
さ
は
に
あ
れ
ど
心
に
乗
り
て
思
ほ
ゆ
る
妹

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
六
九
一
 
家
持
）

 
 
う
は
へ
な
き
妹
に
も
あ
る
か
も
か
く
ば
か
り
人
の
心
を
尽
く
さ
く
思
へ
ば

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
六
九
二
 
家
持
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

や
、
巻
四
に
散
在
す
る
娘
子
へ
贈
る
歌
の
中
に
混
じ
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
巫
部
麻
蘇
娘
子
や
日
置
長
枝
娘
子
ら
の
歌
が
天
平
七
、
八
年
か
ら
天
平

十
一
年
に
か
け
て
の
作
と
歌
の
配
列
か
ら
推
測
さ
れ
る
点
で
、
先
の
娘
子
へ
の

歌
も
配
列
上
そ
の
期
間
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
一
方
は
名
を
記
し
、
他

方
は
名
を
記
し
て
い
な
い
の
か
。
妾
に
は
な
ぜ
名
が
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の

か
。
こ
れ
は
妾
が
家
持
の
内
舎
人
時
代
に
交
際
し
た
若
い
女
官
達
の
一
人
で
あ

り
、
彼
女
達
は
郎
女
や
女
王
ほ
ど
身
分
の
高
い
出
身
で
は
な
く
、
あ
え
て
名
を

記
す
必
要
は
な
い
出
自
で
あ
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
後
に
妻
と
な
る
坂
上
大
嬢
へ

の
配
慮
も
あ
り
固
有
の
名
で
記
さ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
む
し
ろ
固
有
の

名
で
記
さ
な
か
っ
た
娘
子
の
ほ
う
が
名
を
記
し
た
娘
子
達
よ
り
も
特
別
な
存
在

で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
家
持
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
配
慮
が
あ
っ
て
、
ぎ

り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
残
さ
れ
て
い
る
挽
歌
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

 
例
え
ば
、
笠
女
郎
と
家
持
の
二
つ
の
歌
を
見
て
み
よ
う
。
噛

 
○
 
笠
女
郎
、
大
伴
宿
禰
家
持
に
贈
る
歌

 
 
奥
山
の
岩
本
菅
を
根
を
深
め
て
結
び
し
心
忘
れ
か
ね
つ
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
三
・
三
九
七
 
笠
女
郎
）

 
○
 
大
伴
宿
禰
家
持
が
歌
一
首

 
 
あ
し
ひ
き
の
岩
根
こ
ご
し
み
菅
の
根
を
引
か
ば
難
み
と
標
の
み
そ
結
ふ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
三
・
四
一
四
家
持
）

こ
の
二
首
は
巻
三
の
讐
喩
歌
に
収
集
さ
れ
て
い
る
。
配
列
は
離
れ
て
診
り
、
家

大
伴
家
持
と
、
〈
な
で
し
こ
〉
の
歌

●

持
の
四
一
四
歌
は
讐
喩
歌
の
最
後
に
置
か
れ
て
い
る
。
が
、
こ
の
二
首
に
は
、

 
「
奥
山
の
岩
本
菅
を
根
を
深
め
て
」
「
あ
し
ひ
き
の
岩
根
こ
ご
し
み
菅
の
根
を

ひ
か
ば
」
、
ま
た
「
結
び
し
心
」
「
標
の
み
そ
結
ぶ
」
と
、
F
言
葉
、
表
現
の
面
か

ら
響
き
合
う
も
の
が
あ
り
、
も
と
も
と
は
二
人
の
相
聞
往
来
歌
で
は
な
か
っ
た

の
だ
ろ
う
か
と
思
わ
せ
る
。
そ
れ
を
家
持
が
な
ん
ら
か
の
配
慮
か
ら
分
け
て
、

自
分
の
歌
を
讐
喩
歌
の
末
尾
に
置
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
も
で
き

る
。
こ
の
よ
う
に
元
は
相
聞
往
来
の
歌
が
、
解
体
さ
れ
た
形
で
配
列
さ
れ
て
い

る
と
も
考
え
ら
れ
る
例
も
あ
る
の
で
、
妾
へ
の
歌
も
散
在
し
て
配
列
さ
れ
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
'

 
ま
た
、
こ
の
妾
が
家
持
の
風
雅
な
心
を
よ
く
理
解
す
る
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

挽
歌
の
中
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
秋
さ
ら
ば
見
つ
つ
し
の
へ
と
妹
が
植
ゑ

・
し
ゃ
ど
の
な
で
し
こ
（
石
竹
）
咲
き
に
け
る
か
も
」
（
三
・
四
六
四
）
と
、
家

持
が
詠
ん
だ
歌
の
中
に
、
妾
が
家
持
の
風
流
が
り
を
よ
く
理
解
し
、
そ
れ
を
一

緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
教
養
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
死
ぬ

べ
き
身
で
あ
る
こ
と
を
す
で
に
覚
っ
た
彼
女
が
、
秋
に
な
っ
た
ら
私
と
思
っ
て

偲
ん
で
ほ
し
い
と
な
で
し
こ
を
植
え
た
心
ば
え
と
…
機
知
と
は
、
若
い
家
持
の
心

に
深
く
刻
ま
れ
て
い
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
妾
と
の
思
い
出
も
あ
り
、
な
で
し
こ

の
花
へ
の
愛
着
は
、
家
持
の
中
で
い
っ
そ
う
深
ま
っ
て
い
っ
た
と
思
う
。

 
亡
妾
挽
歌
が
詠
ま
れ
た
天
平
十
一
年
六
月
か
ら
数
カ
月
後
に
坂
上
大
笠
と
の

交
際
が
復
活
さ
れ
る
。
こ
れ
は
な
に
よ
り
も
妾
と
い
う
存
在
が
、
家
持
と
坂
上

大
嬢
と
の
間
柄
を
疎
遠
に
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
は
な
い
か
。
と
こ

ろ
が
、
家
持
は
、
坂
上
大
嬢
と
の
中
を
復
活
し
た
後
も
、
紀
女
郎
や
ま
た
娘
子

と
だ
け
記
し
て
あ
る
女
性
あ
る
い
は
女
性
達
と
相
聞
歌
を
か
わ
し
て
い
る
。
特

に
娘
子
（
C
）
に
あ
る
七
首
の
熱
烈
な
相
聞
歌
と
娘
子
（
D
）
の
歌
の
つ
な
が

（29）



り
は
気
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
娘
子
（
C
）
の

 
 
心
に
は
思
ひ
渡
れ
ど
よ
し
を
な
み
よ
そ
の
み
に
し
て
嘆
き
そ
我
が
す
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
七
一
四
家
持
）

 
 
ま
す
ら
を
と
思
へ
る
我
を
か
く
ば
か
り
み
つ
れ
に
み
つ
れ
片
思
ひ
を
せ
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
七
】
九
家
持
）

 
 
む
ら
き
も
の
心
砕
け
て
か
く
ば
か
り
我
が
恋
ふ
ら
く
を
し
ら
ず
か
あ
る
ら

 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
七
二
〇
 
家
持
）

等
の
歌
や
、
娘
子
（
D
）
の

 
 
を
と
を
し

 
 
一
昨
年
の
沖
つ
年
よ
り
今
年
ま
で
恋
ふ
れ
ど
な
ぞ
も
妹
に
逢
ひ
か
た
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
七
八
三
 
家
持
）

と
な
び
か
ぬ
妹
子
へ
の
片
思
い
が
数
年
以
上
続
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一

方
で
、
坂
上
大
嬢
と
の
結
婚
が
二
人
の
情
熱
的
な
相
聞
歌
の
や
り
と
り
で
進
み

落
ち
着
い
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
頃
、
他
方
で
家
持
に
は
片
思
い
の
か
な
り
執

心
し
た
娘
子
が
い
る
。

 
食
事
挽
歌
を
詠
ん
で
数
カ
月
後
に
坂
上
大
嬢
と
の
縁
が
復
活
す
る
の
だ
が
、

こ
れ
は
八
月
に
家
持
が
竹
田
の
庄
へ
坂
上
郎
女
に
会
い
に
行
く
（
八
・
一
⊥
二

九
～
一
六
二
〇
の
題
詞
及
び
左
注
）
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
家
持
は
、
い
ろ
い
ろ

な
状
況
か
ら
考
え
て
正
妻
に
は
坂
上
大
正
が
最
も
適
し
て
い
る
と
か
ね
て
か
ら

決
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
九
月
、
妙
齢
と
な
っ
た
坂
上
大
言
と
の
交

際
が
復
活
す
る
。
橋
本
達
雄
氏
は
、
亡
妾
挽
歌
を
「
妾
の
死
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
家
持
が
青
春
の
彷
復
・
遍
歴
に
終
止
符
を
う
つ
べ
く
想
を
練
り
、
創
作
し

た
、
い
わ
ば
『
青
春
の
挽
歌
』
で
あ
っ
た
」
（
『
大
伴
家
持
作
品
本
革
』
）
と
言

わ
れ
る
。
家
持
の
と
っ
た
行
動
は
、
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
な
決
意
に
基
づ
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
戸
越
へ
の
思
い
が
そ
こ
で
す
べ
て
立
ち
切
ら

れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
あ
ま
り
に
早
す
ぎ
る
復
縁
だ
っ
た
た
め
に
、
家

持
の
決
意
と
は
裏
腹
に
妾
の
面
影
を
無
意
識
に
た
ど
る
よ
う
に
同
じ
よ
う
な
出

自
の
娘
子
へ
と
片
思
い
を
つ
の
ら
せ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
家
持
と
坂
上

大
玉
と
の
復
縁
か
ら
結
婚
と
い
う
期
間
に
並
行
し
て
、
＝
昨
年
の
先
つ
年
よ

り
」
ず
っ
と
恋
ひ
続
け
て
い
る
と
詠
ま
れ
た
娘
子
の
存
在
に
、
亡
妾
へ
の
立
ち

切
れ
な
い
思
い
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
る
の
は
穿
ち
過
ぎ
て
あ
ろ
う
か
。

 
さ
て
、
話
を
戻
そ
う
。
青
春
時
代
に
、
も
う
一
人
家
持
か
ら
な
で
し
こ
の
花

に
た
と
え
ら
れ
た
女
性
が
い
る
。
紀
女
郎
。
安
貴
誌
の
妻
で
、
安
貴
王
の
八
上

采
女
事
件
後
、
「
怨
恨
の
歌
」
を
詠
む
。
天
平
十
一
年
以
後
、
年
下
の
家
持
と

の
歌
の
贈
答
が
あ
る
。
萬
た
け
て
、
か
つ
繊
細
、
冷
静
な
視
点
に
裏
打
ち
さ
れ

た
歌
は
、
一
脈
、
坂
上
郎
女
の
歌
と
相
通
ず
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
家
持
が
紀
女

郎
へ
贈
っ
た
な
で
し
こ
の
歌
は
次
の
歌
で
あ
る
。

 
 
 
大
伴
家
持
、
紀
女
郎
に
贈
る
歌
｝
首

 
 
な
で
し
こ
（
盟
麦
）
は
咲
き
で
散
り
ぬ
と
人
は
言
へ
ど
我
が
辛
め
し
野
の

 
 
花
に
あ
ら
め
や
も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
八
・
一
五
一
〇
 
家
持
）

 
こ
の
よ
う
に
、
な
で
し
こ
は
家
持
の
青
春
時
代
の
恋
愛
を
刻
み
込
ん
だ
相
聞

歌
に
、
特
別
の
花
と
し
て
詠
ま
れ
た
。
や
が
て
越
中
国
守
と
し
て
北
陸
に
赴
任

す
る
の
だ
が
、
二
十
九
歳
の
国
守
赴
任
を
境
に
家
持
は
そ
の
青
春
を
閉
じ
て
し

ま
う
。
な
で
し
こ
の
花
は
、
越
中
で
は
宴
席
の
歌
と
し
て
再
び
登
場
す
る
。

三

 
家
持
は
天
平
十
八
年
閏
七
月
、
越
中
国
守
に
任
じ
ら
れ
、
単
身
京
を
後
に
す

る
。
越
中
で
は
、
家
持
を
中
心
に
盛
ん
に
宴
が
ひ
ら
か
れ
宴
席
歌
が
詠
ま
れ
た
。

京
か
ら
来
た
国
司
達
、
介
内
蔵
忌
寸
縄
麻
呂
、
橡
大
伴
宿
禰
池
主
、
大
目
蓋
置
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寸
八
千
島
、
小
目
蓋
果
美
吉
石
竹
（
伊
波
湿
気
）
等
は
、
と
も
に
越
中
に
あ
っ

て
益
田
の
思
い
を
抱
い
て
い
た
の
で
、
国
守
家
持
を
中
心
に
越
中
歌
壇
と
も
言

う
べ
く
盛
ん
に
宴
が
開
か
れ
歌
が
詠
ま
れ
た
。
中
で
も
橡
大
伴
池
主
に
越
中
で

出
会
え
た
こ
と
は
、
家
持
に
と
っ
て
幸
運
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
池
主
と
の
歌
の

や
り
と
り
は
、
宴
席
を
越
え
、
き
わ
め
て
熱
心
に
集
中
的
に
行
わ
れ
る
。
・

 
天
平
十
九
年
四
月
家
持
は
税
帳
使
と
し
て
京
へ
お
も
む
く
。
そ
の
道
中
池
主

に
宛
て
て
「
京
に
入
る
こ
と
漸
く
近
づ
き
、
悲
情
擾
ひ
難
く
し
て
、
懐
を
述
ぶ

る
一
首
寵
せ
て
一
言
」
と
長
歌
、
短
歌
を
贈
る
。
池
主
は
そ
の
返
歌
に
「
葱
ち

に
京
に
入
ら
む
と
し
て
懐
を
述
ぶ
る
作
を
見
る
に
、
生
別
は
悲
し
く
、
断
腸
万

回
に
し
て
、
怨
緒
禁
め
難
し
。
柳
か
に
所
心
を
奉
る
一
首
井
せ
て
杜
絶
」
の
長

歌
一
首
、
短
歌
二
首
を
和
へ
贈
る
。
「
…
…
君
が
た
だ
か
を
ま
幸
く
も
あ

り
た
も
と
ほ
り
 
月
立
た
ば
 
時
も
か
は
さ
ず
 
な
で
し
こ
（
奈
泥
之
故
）
が

花
の
盛
り
に
相
見
し
め
と
そ
」
（
十
七
・
四
〇
〇
八
）
と
詠
み
、
続
け
て
池

主
は

 
 
う
ら
恋
し
我
が
背
の
君
は
な
で
し
こ
（
奈
泥
之
故
）
が
花
に
も
が
も
な
朝

 
 
な
朝
な
見
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
七
・
四
〇
一
〇
 
池
主
）

と
詠
む
。
こ
の
歌
は
、
巻
十
の
作
者
未
詳
歌
「
参
り
の
み
恋
ふ
れ
ば
苦
し
な
で

し
こ
（
程
麦
）
が
花
に
先
出
よ
朝
な
朝
な
見
む
」
（
十
・
一
九
九
二
）
を
基
底

に
し
て
い
る
。
巻
十
の
な
で
し
こ
の
相
聞
歌
は
、
前
述
し
た
家
持
の
青
春
時
代

の
相
聞
歌
、
笠
女
郎
の
相
聞
歌
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
が
、
池
亭
の
歌
に

お
い
て
も
同
様
に
本
の
歌
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
家
持
や
笠
女

郎
に
お
い
て
は
恋
の
相
聞
歌
で
あ
っ
た
も
の
が
、
池
主
に
お
い
て
は
恋
の
歌
の

形
を
取
り
な
が
ら
、
家
持
と
の
友
情
を
述
懐
す
る
歌
と
な
っ
て
い
る
。
池
主
は
、

先
に
新
任
国
守
家
持
を
迎
え
て
の
宴
席
で
、
次
の
よ
う
な
歌
を
残
し
て
い
る
。

大
伴
家
持
と
〈
な
で
し
こ
〉
の
歌

 
 
を
み
な
へ
し
咲
き
た
る
野
辺
を
行
き
巡
り
君
を
思
い
出
た
も
と
ほ
り
来
ぬ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
七
・
三
九
四
四
）

と
、
相
聞
歌
に
似
せ
て
茶
目
っ
気
の
あ
る
歌
を
家
持
に
贈
っ
て
い
る
。
池
主
は
、

こ
の
よ
う
な
戯
れ
の
恋
歌
に
寄
せ
て
、
自
ら
の
真
情
を
伝
え
て
い
る
と
い
う
機

知
に
富
ん
だ
表
現
手
段
を
よ
く
も
の
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
四
〇
一
〇
歌

で
も
、
家
持
の
好
き
な
な
で
し
こ
の
花
を
素
材
に
、
相
聞
歌
の
形
を
と
り
つ
つ
、

家
持
の
感
情
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
い
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
家
持
の
な
で
し
こ
へ
の
愛
着
は
、
ほ
と
と
ぎ
す
ほ
ど
極
端
で
は

な
い
が
、
庭
に
な
で
し
こ
を
植
え
賞
玩
す
る
と
い
っ
た
相
当
に
著
し
い
も
の
で

あ
る
。
家
持
は
、
庭
の
花
を
詠
ん
だ
長
歌
に
な
で
し
こ
を
次
の
よ
う
に
歌
い
込

ん
で
い
る
。

 
 
 
庭
中
の
花
の
作
歌
一
首
井
せ
て
短
歌

 
 
大
君
の
 
遠
の
朝
廷
と
 
任
き
た
ま
ふ
 
官
の
ま
ま
 
み
雪
降
る
 
越
に

 
 
下
り
来
あ
ら
た
ま
の
 
年
の
五
年
し
き
た
へ
の
 
手
枕
ま
か
ず
紐
解

 
 
か
ず
 
丸
寝
を
す
れ
ば
 
い
ぶ
せ
み
と
 
歪
な
ぐ
さ
に
 
な
で
し
こ
（
奈

 
 
泥
之
古
）
を
．
や
ど
に
蒔
き
生
ぼ
し
 
夏
の
野
の
 
さ
百
合
引
き
植
ゑ
て

 
 
咲
き
花
を

 
 
 
 
 
出
で
見
る
ご
と
に
 
な
で
し
こ
（
那
泥
之
古
）
が
 
そ
の
花

妻
に
 
さ
百
合
花
 
ゆ
り
も
逢
は
む
と
 
慰
む
る
 
心
し
な
く
は
 
天
曇

る
 
鄙
に
一
日
も
 
あ
る
べ
く
も
あ
れ
や
 
（
一
八
・
四
一
一
三
 
家
持
）

 
 
反
歌
二
首

な
で
し
こ
（
奈
泥
之
故
）
が
花
見
る
ご
と
に
娘
子
ら
が
笑
ま
ひ
の
に
ほ
ひ

思
ほ
ゆ
る
か
も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
八
・
四
＝
四
 
家
持
）

さ
百
合
花
ゆ
り
も
逢
は
む
と
下
延
ふ
る
心
し
な
く
は
今
日
も
警
め
や
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
八
・
四
一
一
五
家
持
）

［31）



 
奈
良
に
残
し
て
き
た
妻
坂
上
大
嬢
を
恋
し
く
偲
ぶ
思
い
と
な
で
し
こ
の
花
が

 
 
 
 
な
で
し
こ
が
そ
の
は
な
づ
ま
に
 
 

さ
ゆ
り
ば
な
ゆ
り
も
あ
は
む
と

重
な
り
、
「
那
泥
之
古
我
曾
乃
波
奈
豆
末
ホ
」
と
、
「
左
由
理
花
由
利
母
安
波
無
等
」
馳

の
百
合
と
後
を
意
味
す
る
「
ゆ
り
」
を
掛
け
詞
と
し
た
よ
う
に
意
味
の
重
層
性

を
意
識
し
つ
つ
読
み
込
ん
で
い
る
。
家
持
は
単
に
な
で
し
こ
の
花
の
姿
を
愛
で

た
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
言
葉
の
も
つ
響
き
と
イ
メ
ー
ジ
の
広
が
り
や
重
層
性

を
好
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
長
歌
と
反
歌
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
国
守
の
好

み
を
い
ち
早
く
理
解
し
た
の
が
、
先
の
財
主
の
歌
で
あ
る
。

 
こ
の
よ
う
に
し
て
な
で
し
こ
は
越
中
歌
壇
で
は
多
様
に
詠
ま
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
な
で
し
こ

 
 
 
庭
中
の
牛
麦
が
花
を
詠
む
歌

 
 
一
本
の
な
で
し
こ
（
奈
泥
之
故
）
植
ゑ
し
そ
の
心
証
に
見
せ
む
と
思
ひ
そ

 
 
め
け
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
入
・
四
〇
七
〇
 
家
持
）

 
 
 
 
右
、
先
の
国
師
の
従
僧
清
見
と
い
ふ
も
の
、
京
師
に
入
る
べ
く
、
因

 
 
 
 
り
て
飲
饅
を
設
け
て
饗
宴
す
。
こ
こ
に
、
主
人
大
伴
宿
禰
家
持
こ
の

 
 
 
 
歌
詞
を
作
り
、
酒
を
清
見
に
送
る
。

家
持
が
饗
宴
の
席
で
、
主
客
僧
清
見
に
贈
っ
た
歌
。
な
で
し
こ
が
、
家
持
の
清

見
へ
の
心
を
こ
め
た
挨
拶
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。

 
ま
た
さ
ら
に
、
天
平
勝
宝
三
年
の
正
月
、
国
守
館
で
の
三
七
で
、

 
 
な
で
し
こ
（
奈
泥
薬
事
）
は
秋
咲
く
も
の
を
君
が
家
の
雪
の
厳
に
咲
け
り

 
 
け
る
か
も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
九
・
四
二
三
一
 
久
米
広
縄
）

 
 
雪
の
山
斎
厳
に
植
ゑ
た
る
な
で
し
こ
（
奈
泥
之
故
）
は
千
代
に
咲
か
ぬ
か

 
 
君
が
か
ざ
し
に
 
 
 
 
（
十
九
・
四
二
三
二
 
遊
行
女
婦
蒲
生
娘
子
）

と
、
風
流
な
趣
向
と
と
も
に
な
で
し
こ
が
詠
ま
れ
る
。
国
守
家
持
の
な
で
し
こ

へ
の
好
み
が
影
響
し
て
、
越
中
歌
壇
で
は
風
雅
な
花
と
し
て
歌
い
重
ね
ら
れ
て

い
く
。

 
こ
れ
は
帰
京
し
て
後
の
宴
席
歌
に
も
反
映
す
る
。

 
 
 
五
月
九
日
に
、
兵
部
少
輔
大
伴
宿
禰
家
持
の
宅
に
皇
女
す
る
歌
四
首

 
 
我
が
背
子
が
や
ど
の
な
で
し
こ
（
奈
屋
直
心
）
日
並
べ
て
雨
は
降
れ
ど
も

 
 
色
は
変
は
ら
ず
 
 
 
 
 
 
（
二
十
・
四
四
四
二
 
大
原
真
人
今
城
）

 
 
ひ
さ
か
た
の
雨
は
降
り
し
く
な
で
し
こ
（
奈
良
之
故
）
が
い
や
初
花
に
恋

 
 
し
き
我
が
背
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
二
十
・
四
四
四
三
 
大
伴
家
持
）

今
城
の
歌
に
対
し
て
、
家
持
は
今
城
へ
の
心
の
こ
も
っ
た
挨
拶
と
し
て
、
相
聞

歌
の
形
を
と
っ
て
「
な
で
し
こ
の
初
花
の
よ
う
に
恋
し
く
思
わ
れ
た
あ
な
た
だ
」

（『

坙
{
古
典
文
学
全
集
・
万
葉
集
』
）
と
詠
む
。
宴
席
の
場
な
ら
で
は
の
、
当

意
即
妙
に
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
。

 
ま
た
、
左
大
臣
橘
諸
兄
を
主
客
と
し
た
宴
席
で
は
、

 
 
 
同
じ
月
十
一
日
に
、
左
大
臣
橘
卿
、
右
大
弁
丹
比
国
真
人
の
宅
に
宴
す
 
 
幻

 
 
 
る
歌
三
首
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
B

 
 
我
が
や
ど
に
咲
け
る
な
で
し
こ
（
奈
旨
趣
故
）
賂
は
せ
む
ゆ
め
花
散
る
な

 
 
い
や
を
ち
に
咲
け
 
 
 
 
 
（
二
十
・
四
四
四
六
 
丹
比
国
人
真
人
）

 
 
賂
し
つ
つ
君
が
生
ほ
せ
る
な
で
し
こ
（
奈
呈
面
輪
）
が
花
の
み
訪
は
む
君

 
 
な
ら
な
く
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
二
十
・
四
四
四
七
 
橘
諸
兄
）

丹
比
国
人
真
人
が
な
で
し
こ
に
事
寄
せ
て
左
大
臣
を
寿
い
で
詠
め
ば
、
左
大
臣

は
主
人
国
人
真
人
の
好
意
に
応
え
て
「
な
で
し
こ
が
花
の
み
訪
は
む
君
な
ら
な

く
に
」
と
敬
意
を
こ
め
た
挨
拶
の
歌
を
詠
む
。

 
さ
ら
に
左
大
臣
が
兵
部
卿
橘
奈
良
麻
呂
の
宅
で
催
し
た
宴
席
で
は
次
の
よ
う

に
な
で
し
こ
の
歌
が
詠
ま
れ
る
。

 
 
 
十
八
日
に
、
左
大
臣
、
兵
部
卿
橘
奈
良
麻
呂
朝
臣
の
宅
に
し
て
齢
す
る

 
 
 
歌
三
首



 
 
な
で
し
こ
（
奈
葺
草
故
）
が
花
取
り
持
ち
て
う
つ
ら
う
つ
ら
見
ま
く
の
欲

 
 
し
き
君
に
も
あ
る
か
も
 
 
 
 
 
 
 
（
二
十
・
四
四
四
九
 
船
主
）

 
 
我
が
背
子
が
や
ど
の
な
で
し
こ
（
奈
困
乏
故
）
散
ら
め
や
も
い
や
初
花
に

 
 
咲
き
は
増
す
と
も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
二
十
・
四
四
五
〇
 
家
持
）

 
 
愛
し
み
我
が
思
ふ
君
は
な
で
し
こ
（
奈
良
乏
故
）
が
花
に
な
ぞ
へ
て
見
れ

 
 
ど
飽
か
ぬ
か
も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
二
十
・
四
四
五
一
 
家
持
Y

 
 
 
 
右
の
二
首
、
兵
部
少
輔
大
伴
宿
禰
家
持
追
ひ
て
作
る
。

左
大
臣
、
橘
諸
兄
を
寿
い
で
船
出
は
相
聞
歌
の
形
を
と
っ
て
歌
う
。
ま
た
、
こ

の
宴
席
に
は
列
席
し
な
か
っ
た
が
、
家
持
も
な
で
し
こ
の
花
に
た
と
え
て
左
大

臣
を
寿
ぐ
歌
を
追
っ
て
詠
む
。
こ
れ
も
相
聞
歌
の
様
式
を
と
っ
て
諸
兄
に
敬
愛

の
気
持
ち
を
表
明
す
る
。

 
こ
の
よ
う
な
越
中
時
代
の
三
主
の
私
信
よ
り
始
ま
っ
た
歌
い
方
は
、
帰
京
後

も
家
持
に
関
わ
り
の
あ
る
人
々
と
の
宴
席
歌
で
歌
い
継
が
れ
る
。
恋
の
歌
の
形

を
と
っ
て
少
々
大
袈
裟
に
相
手
に
忠
誠
や
敬
愛
の
気
持
ち
を
示
す
宴
席
歌
が
詠

ま
れ
る
。
家
持
の
青
春
時
代
に
は
、
な
で
し
こ
の
歌
は
相
聞
歌
と
し
て
愛
し
い

女
性
に
贈
ら
れ
て
い
た
。
な
で
し
こ
の
花
の
可
憐
さ
を
愛
し
い
人
に
重
ね
、
ま

た
な
で
し
こ
と
い
う
言
葉
の
響
き
が
も
つ
意
味
の
重
層
性
か
ら
、
相
聞
の
歌
語

に
ま
で
結
実
さ
せ
た
の
は
家
持
と
い
う
歌
人
の
力
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
越
中
や

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

京
で
は
宴
席
と
い
う
場
で
、
機
知
と
戯
れ
を
加
え
つ
つ
、
〈
社
交
的
な
挨
拶
性
〉

を
濃
く
し
て
享
受
さ
れ
詠
ま
れ
て
い
く
。
'

 
以
上
、
〈
な
で
し
こ
〉
の
歌
を
例
に
と
り
、
な
で
し
こ
が
、
狸
麦
の
薄
紅
色

の
花
か
ら
愛
す
る
い
と
お
し
い
人
と
い
う
意
味
ぎ
で
含
み
込
ん
だ
歌
語
に
ま
で

結
実
し
て
い
く
過
程
を
追
っ
て
き
た
。
そ
の
生
成
の
過
程
は
家
持
と
い
う
き
わ

め
て
好
情
的
な
歌
人
の
存
在
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
ず
、
彼
の
個
人
的
な

大
伴
家
持
と
〈
な
で
し
こ
〉
の
歌

好
み
と
思
い
入
れ
が
強
く
反
映
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
家
持
を
中
心
に
そ
の
周

辺
の
人
々
に
浸
透
し
て
い
く
在
り
様
を
こ
の
小
論
で
は
追
っ
て
い
っ
た
。
次
い

で
な
で
し
こ
の
相
聞
歌
が
、
宴
席
の
場
で
相
聞
歌
の
形
を
と
り
つ
つ
も
、
社
交

的
な
挨
拶
歌
と
変
化
し
て
い
く
様
相
も
検
証
し
た
。
宴
席
の
場
で
は
、
相
聞
歌

の
形
を
と
っ
た
挨
拶
歌
は
、
大
仰
な
表
現
な
が
ら
機
知
と
お
も
し
ろ
み
が
あ
り
、

相
手
へ
の
敬
愛
の
気
持
ち
が
強
く
押
し
出
さ
れ
る
た
め
、
好
ん
で
受
容
さ
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
天
平
貴
族
の
燗
熟
し
た
風
雅
の
一
端
も
窺
え
る
。

な
で
し
こ
の
歌
の
有
り
様
に
は
、
一
つ
の
歌
語
が
生
成
さ
れ
て
い
く
基
点
と
展

開
、
私
的
な
相
聞
歌
か
ら
宴
席
歌
へ
と
場
の
変
化
の
相
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
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な
で
し
こ
の
表
記
を
示
す
。

小
野
寛
『
大
伴
家
持
研
究
』
〈
「
な
ぞ
ふ
」
考
〉

湯
平
久
孝
『
万
葉
集
注
釈
・
巻
第
三
』

巫
部
麻
蘇
娘
子
の
歌
は
、
巻
八
に
天
平
八
年
九
月
以
前
と
、
天
平
十

 
一
年
八
月
以
降
に
あ
り
、
そ
の
相
聞
往
来
は
亡
妾
挽
歌
を
挾
ん
で
数

・
年
間
続
い
て
い
た
ら
し
い
。
巻
八
の
配
列
か
ら
巻
四
の
巫
部
麻
蘇
娘

子
の
歌
の
作
歌
年
月
が
天
平
八
年
か
ら
十
一
年
八
月
ま
で
揺
れ
る
。

中
西
進
『
万
葉
集
の
比
較
文
学
的
研
究
』

小
野
寛
『
大
伴
家
持
研
究
』

橋
本
達
雄
『
大
伴
家
持
作
品
論
孜
』

小
野
寛
氏
は
前
掲
書
で
娘
子
を
女
官
と
指
摘
す
る
。

鈴
木
日
出
男
『
古
代
和
歌
史
論
』
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